
JP 4618151 B2 2011.1.26

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　車両に設けられた空調ユニットケース（１）内でスライド方式により移動して空気通路
（２７、２８）を開閉するドアを備えた車両用空調装置であって、
　前記ドアが前記空気通路（２７、２８）を閉塞するときに、前記ドアの移動方向におけ
るドア本体（９、２３、２６）の一端側の中間部（１７、２０）を前記空気通路（２７、
２８）を閉塞するように押圧する第１押さえ手段（１１）であって、前記ドア本体（９、
２３、２６）を移動させる駆動手段を構成するシャフト（１０）に一体に設けられたシャ
フト側押さえ手段（１１）と、
　さらに、前記シャフト側押さえ手段（１１）によって押圧された前記一端側の中間部（
１７、２０）に対して前記移動方向他方側に位置する前記ドア本体（９、２３、２６）の
他端側の中間部（２０、１７）を前記空気通路（２７、２８）を閉塞するように押圧する
第２押さえ手段（２２、３０）と、
　前記ドア本体（９、２３、２６）の移動方向に伸長するように形成されるラック（１４
）と、
　前記ラック（１４）とかみ合うように前記シャフト（１０）の両端に設けられ、前記シ
ャフトとともに回転して前記ドア本体（９、２３、２６）を移動させるピニオン（１３）
と、
を備え、
　前記シャフト側押さえ手段（１１）は、少なくとも前記シャフト（１０）の軸方向略中



(2) JP 4618151 B2 2011.1.26

10

20

30

40

50

央部に設けられ、前記シャフト（１０）と回転方向を同じとする円盤状のリブであり、前
記円盤状のリブの外周面は前記シャフトの回転に伴って前記一端側の中間部（１７、２０
）を押圧することを特徴とする車両用空調装置。
【請求項２】
　前記シャフト側押さえ手段（１１）は、前記シャフト（１０）の軸方向に複数設けられ
ることを特徴とする請求項１に記載の車両用空調装置。
【請求項３】
　前記円盤状のリブはドアの移動方向に直交する方向のドア本体（２３）の中央部に対し
て対称となる位置に配置されていることを特徴とする請求項２に記載の車両用空調装置。
【請求項４】
　前記第２押さえ手段（２２、３０）は、前記空調ユニットケース（１）に一体に設けた
押さえ部（２２、３０）で構成することを特徴とする請求項１から３のいずれか１項に記
載の車両用空調装置。
【請求項５】
　前記押さえ部（２２、２３）は、空調ユニットケース（１）の内壁面から前記ドア本体
（９、２３、２６）側に延出する板状のリブであり、前記リブは前記ドア本体（９、２３
、２６）の表面に沿う方向に延在することを特徴とする請求項４に記載の車両用空調装置
。
【請求項６】
　前記シャフト側押さえ手段（１１）または前記第２押さえ手段（２２、３０）に押圧さ
れるドア本体（９、２３、２６）の部位に、前記シャフト側押さえ手段（１１）または前
記第２押さえ手段（２２、３０）に向かって突出する突出部（１６）を設けたことを特徴
とする請求項１から５のいずれか１項に記載の車両用空調装置。
【請求項７】
　前記突出部（１６）は、前記ドア本体（９、２３、２６）の移動方向に亘って形成され
、前記突出部（１６）は、前記ドア本体（９、２３、２６）の移動方向両端部（１７、２
０）側において移動方向の中間部位よりも突出していることを特徴とする請求項６に記載
の車両用空調装置。
【請求項８】
　前記突出部（１６）は前記ドア本体（９、２３、２６）の移動方向両端部側に、前記シ
ャフト側押さえ手段（１１）または前記第２押さえ手段（２２、３０）による押さえつけ
によって弾性変形する弾性突出部（１７、２０）を含んで構成されていることを特徴とす
る請求項６または７に記載の車両用空調装置。
【請求項９】
　前記弾性突出部（１７、２０）は、その断面に前記ドア本体（２６）の移動方向に向か
って開口する凹部（１９、２１）を備えていることを特徴とする請求項８に記載の車両用
空調装置。
【請求項１０】
　前記弾性突出部（２４）は、その断面に中空部（２５）を備えていることを特徴とする
請求項８に記載の車両用空調装置。
【請求項１１】
　前記ドアの移動方向に対して直交する方向におけるドア本体両端部（１５）側を案内す
るガイド部（１２）を設け、前記空気通路（２７、２８）を閉塞するように前記ドア本体
両端部（１５）を支持することを特徴する請求項１から１０のいずれか１項に記載の車両
用空調装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、スライド方式のドア機構を備えた車両用空調装置に関する。
【背景技術】



(3) JP 4618151 B2 2011.1.26

10

20

30

40

50

【０００２】
　従来の車両用空調装置は特許文献１に記載のものが知られており、これはエバポレータ
とヒータコアとの間に構成される空気通路を開閉するためのドアを備えている。このドア
は円弧状のドア本体がシャフトとともに回転する歯車によってスライドする機構である。
ドアが空気通路を閉塞するとき、ドア本体はそのスライド方向に直交する方向における両
端部側を加圧され、シール部がケースの仕切壁に押し付けられることでシール性を確保し
ている（特許文献１の図３参照）。
【０００３】
　また、特許文献１と同様にスライド機構を有するドアの技術を開示したものとして特許
文献２がある。特許文献１に記載のドアは、ドア本体の片側面にラックが形成され、この
ラックと噛み合う駆動ギアが電動モータによって回転することでドア本体がスライドする
ことになる。駆動ギアが噛み合うラック部分は、ドア本体のスライド方向に直交する方向
における中央部に位置し、ドア本体は中央部が駆動ギアによって開口側に押されることで
空気通路を閉塞する（特許文献２の図４参照）。
【特許文献１】特開平１０－２１７７４９号公報（図３参照）
【特許文献２】特開平１－１７２０１４号公報（図４参照）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、上記特許文献１の車両用空調装置においては、スライド方向に直交する
方向、言い換えればシャフトの軸方向におけるドア本体の両端部側をケースの仕切壁方向
に押し付ける構成であり、ドア本体の中央部寄りと仕切壁との密着が確保できない場合が
あった。そして、ドア本体の中央部寄りと仕切壁とのシール性を確保するためには、ドア
と仕切壁との間にシール部材が不可欠になるという問題があった。
【０００５】
　また、上記特許文献２の車両用空調装置においては、ドア本体の中央部が開口側に押し
付けられる構成であるが、駆動ギアはドア本体の一部だけを加圧するにすぎず、駆動ギア
が加圧しない他の部分のシールが不十分であり、ドア本体全体のシール性に問題があった
。
【０００６】
　そこで、本発明の目的は、上記問題点を鑑みてなされたものであり、空気通路を閉塞す
るときのドア本体によるシール性を向上させた車両用空調装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記目的を達成するために、以下の技術的手段を採用する。すなわち、請求項１に係る
発明は、車両に設けられた空調ユニットケース（１）内でスライド方式により移動して空
気通路（２７、２８）を開閉するドアを備えた車両用空調装置であって、ドアが空気通路
（２７、２８）を閉塞するときに、ドアの移動方向におけるドア本体（９、２３、２６）
の一端側の中間部（１７、２０）を空気通路（２７、２８）を閉塞するように押圧する第
１押さえ手段（１１）であって、ドア本体（９、２３、２６）を移動させる駆動手段を構
成するシャフト（１０）に一体に設けられたシャフト側押さえ手段（１１）と、さらに、
シャフト側押さえ手段（１１）によって押圧された一端側の中間部（１７、２０）に対し
て移動方向他方側に位置するドア本体（９、２３、２６）の他端側の中間部（２０、１７
）を空気通路（２７、２８）を閉塞するように押圧する第２押さえ手段（２２、３０）と
、ドア本体（９、２３、２６）の移動方向に伸長するように形成されるラック（１４）と
、ラック（１４）とかみ合うようにシャフト（１０）の両端に設けられ、シャフトととも
に回転してドア本体（９、２３、２６）を移動させるピニオン（１３）と、を備え、シャ
フト側押さえ手段（１１）は、少なくともシャフト（１０）の軸方向略中央部に設けられ
、シャフト（１０）と回転方向を同じとする円盤状のリブであり、円盤状のリブの外周面
はシャフトの回転に伴って一端側の中間部（１７、２０）を押圧することを特徴とする。



(4) JP 4618151 B2 2011.1.26

10

20

30

40

50

【０００８】
　なお、第１押さえ手段（１１）および第２押さえ手段（２２、３０）によって押圧され
るドア本体（９、２３、２６）の中間部（１７、２０）とは、ドアの移動方向におけるド
ア本体（９、２３、２６）の一端側および他端側であって移動方向に対して直交する方向
における中央部はもちろんのこと、当該中央部から外れた部位も含むものとする。また、
第１押さえ手段（１１）および第２押さえ手段（２２、３０）がドア本体（９、２３、２
６）を押圧する構成は、一箇所を押圧される構成だけでなく、複数の箇所を押圧される構
成も含んでいる。
【０００９】
　請求項１によれば、空気通路の閉塞時に、ドアの移動方向に対して直交する方向におけ
るドア本体の略中央部を重点的に押さえるために、ドアの移動方向の一端側の中間部をシ
ャフト側押さえ手段（１１）によって押圧するとともに、他端側の中間部を第２押さえ手
段によって押圧することにより、ドアを押さえる力がドア本体全体に伝わりやすくなるの
で、ドア本体全体のシール性が向上する。
【００１０】
　シャフト側押さえ手段（１１）は、ドア本体（９、２３、２６）を移動させる駆動手段
を構成するシャフト（１０）に一体に設けられることにより、枢支されるシャフトを活用
して押さえ手段を構成して、押さえつけ力を安定させることができ、安定したシール性を
確保できる。なお、シャフトと一体に設けられたシャフト側押さえ手段とは、シャフトと
シャフト側押さえ手段が外見的に一体であることをいい、シャフト側押さえ手段はシャフ
トと一体成形されている構成でもよいし、別部品としてシャフトに取り付けられている構
成でもよい。
【００１１】
　シャフト側押さえ手段（１１）は、少なくともシャフト（１０）の軸方向略中央部に設
けられ、シャフト（１０）と回転方向を同じとする円盤状のリブであり、円盤状のリブの
外周面はシャフトの回転に伴って一端側の中間部（１７、２０）を押圧する。これによれ
ば、シャフトの回転にともなって滑らかで安定した押圧力をドア本体に提供することがで
きる。
【００１３】
　請求項２によれば、請求項１において、さらにシャフト側押さえ手段（１１）は、シャ
フト（１０）の軸方向に複数設けられることが好ましい。この発明によれば、シャフトの
軸方向に複数の押圧力をドア本体に与えることにより、シャフト（１０）の軸方向略中央
部をより確実に押圧することができる。
【００１４】
　請求項３によれば、請求項２において、さらに円盤状のリブはドアの移動方向に直交す
る方向のドア本体（２３）の中央部に対して対称となる位置に配置されていることが好ま
しい。この発明によれば、シャフト（１０）の軸方向略中央部をより確実に広い範囲で押
圧することができる。
【００１５】
　請求項４によれば、請求項１～３のいずれかにおいて、さらに第２押さえ手段（２２、
３０）は空調ユニットケース（１）に一体に設けた押さえ部（２２、３０）で構成するこ
とが好ましい。
【００１６】
　この発明によれば、第２押さえ手段を空調ユニットケースと一体に設けた押さえ部で構
成することにより、簡単な形状、構成によって安定した押さえつけ力を発揮することがで
きる。また、空調ユニットケースを樹脂成形品で構成する場合には、第２押さえ手段を空
調ユニットケースと一体成形によって形成することができるとともに、その配置場所や押
さえつけ力を自在に調整しやすくなる。なお、空調ユニットケースに一体に設けた押さえ
部とは、空調ユニットケースと押さえ部が外見的に一体であることをいい、押さえ部は空
調ユニットケースと一体成形されている構成や、別部品として空調ユニットケースに取り
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付けられている構成を含んでいる。
【００１７】
　請求項５によれば、請求項４において、さらに押さえ部（２２、２３）は、空調ユニッ
トケース（１）の内壁面からドア本体（９、２３、２６）側に延出する板状のリブであり
、リブはドア本体（９、２３、２６）の表面に沿う方向に延在することが好ましい。この
発明によれば、ドア本体の移動方向両端部を空調ユニットケースの内壁面側へ押さえる力
が広範囲に安定して得られる。
【００１８】
　請求項６によれば、請求項１～５のいずれかにおいて、さらにシャフト側押さえ手段（
１１）または第２押さえ手段（２２、３０）に押圧されるドア本体（９、２３、２６）の
部位に、シャフト側押さえ手段（１１）または第２押さえ手段（２２、３０）に向かって
突出する突出部（１６）を設けることが好ましい。
【００１９】
　この発明によれば、シャフト側押さえ手段または第２押さえ手段によって押さえられる
部位に突出部を設けることによりドア本体が補強されるので、強い押さえつけ力が働いた
場合でもドア本体が変形するのを防止できる。
【００２０】
　請求項７によれば、請求項６において、さらに突出部（１６）は、ドア本体（９、２３
、２６）の移動方向に亘って形成され、突出部（１６）は、ドア本体（９、２３、２６）
の移動方向両端部（１７、２０）側において移動方向の中間部位よりも突出していること
が好ましい。この発明によれば、空気通路の閉塞時にシャフト側押さえ手段および第２押
さえ手段による押さえ力がドア本体により伝わりやすくなり、閉塞時のシール性が向上す
る。
【００２１】
　請求項８によれば、請求項６または７において、さらに突出部（１６）はドア本体（９
、２３、２６）の移動方向両端部側に、シャフト側押さえ手段（１１）または第２押さえ
手段（２２、３０）による押さえつけによって弾性変形する弾性突出部（１７、２０）を
含んで構成されていることが好ましい。この発明によれば、空気通路の閉塞時にシャフト
側押さえ手段および第２押さえ手段による押さえ力が突出部の弾性変形によって吸収され
るので、強い押さえつけ力が働いた場合でもドア本体が過度に変形せず、閉塞時のシール
性を確保できる。
【００２２】
　請求項９によれば、請求項８において、弾性突出部（１７、２０）は、その断面にドア
本体（２６）の移動方向に向かって開口する凹部（１９、２１）を備えていることが好ま
しい。この発明によれば、空気通路の閉塞時にシャフト側押さえ手段および第２押さえ手
段による押さえ力が凹部によって吸収されるので、強い押さえつけ力が働いた場合でもド
ア本体が過度に変形せず、閉塞時のシール性を確保できる。
【００２３】
　請求項１０によれば、請求項８において、弾性突出部（２４）は、その断面に中空部（
２５）を備えていることが好ましい。この発明によれば、空気通路の閉塞時にシャフト側
押さえ手段および第２押さえ手段による押さえ力が中空部によって吸収されるので、強い
押さえつけ力が働いた場合でもドア本体が過度に変形せず、閉塞時のシール性を確保でき
る。
【００２４】
　請求項１１によれば、請求項１から１０のいずれかにおいて、ドアの移動方向に対して
直交する方向におけるドア本体両端部（１５）側をガイド部（１２）によって案内し、空
気通路（２７、２８）を閉塞するようにドア本体両端部（１５）を支持することが好まし
い。この発明によれば、ドアの移動方向に対して直交する方向におけるドア本体の両端部
側も押さえることにより、さらに空気通路のシール性を向上することができる。
【００２５】
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　なお、上記各手段の括弧内の符号は、後述する実施形態の具体的手段との対応関係を示
す一例である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２６】
　（第１実施形態）
　本発明の第１実施形態を図１～図５を用いて説明する。図１は、本実施形態の車両用空
調装置にかかる空調ユニットケース１の内部構成を示した模式図である。また、図１は特
にフェイスモード時における内部構成を示している。
【００２７】
　本実施形態の車両用空調装置は、車室内の空調をオートコントロールまたはマニュアル
コントロールできるように構成されており、空調ユニットケース１内に形成される空気通
路を開閉するスライド方式のドアを備えている。
【００２８】
　車両用空調装置を構成する空調ユニットは、その外殻を空調ユニットケース１で構成さ
れており、大別して送風部と空調部を備えている。空調ユニットケース１は車室内前方の
インストルメントパネルの裏側に配置されている。空調ユニットケース１は、複数のケー
ス部材からなり、例えばポリプロピレンなどの樹脂成形品である。複数のケース部材は、
金属ばね、ねじ等の締結手段によって一体的に結合されて空調ユニットケース１を構成し
ている。
【００２９】
　送風部は、車室内または車室外の空気を空調部に送風するための送風機２を備え、送風
機２の吹出口は空調部の入口に至る送風通路と接続されている。送風機２は、遠心多翼フ
ァンとこれを駆動するモータとからなり、遠心多翼ファンの周囲はスクロールケーシング
で囲まれ、遠心多翼ファンの遠心方向に伸びるダクトによって送風通路と連通している。
【００３０】
　空調部は、送風通路全体を横断的に塞いで設けられたエバポレータ３と、エバポレータ
３を通過してきた空気を加熱するヒータコア５と、エバポレータ３を通過した空気がヒー
タコア５を通過する風量を調整するエアミックスドア４と、エアミックスチャンバと、エ
アミックスチャンバの下流に開口されたデフ吹出用開口２８、フェイス吹出用開口２７、
フロントフット吹出用開口７、およびリアフット吹出用開口６と、を備えている。
【００３１】
　デフ吹出用開口２８は、フロントウィンドウガラス等の車室内側面に沿うように空調風
を吹き出すための開口であり、この空調風によってフロントウィンドウガラス等の曇り度
合いが低減される。フェイス吹出用開口２７は、乗員の上半身に向けて空調風を吹き出す
ための開口であり、主に冷房時に使用される。フロントフット吹出用開口７、リアフット
吹出用開口６はそれぞれ前席乗員、後席乗員の足元へ空調風を吹き出すための開口であり
、主に暖房時に使用される。各吹出し用開口から吹き出される空調風は、接続されたダク
ト（図示しない）内を通って車室内に供給されることになる。
【００３２】
　さらに空調部は、デフ吹出し用開口２８とフェイス吹出し用開口２７の開口面積を制御
するフェイス・デフ吹出用ドアと、フロントフット吹出用開口７およびリアフット吹出用
開口６へ通じる通路の開口面積を制御するフット吹出用ドア８と、を備えている。なお、
送風機２、エアミックスドア４、フェイス・デフ吹出用ドア、およびフット吹出用ドア８
の作動は、図示しない制御装置によって制御する構成としている。
【００３３】
　エバポレータ３は、冷凍サイクル内の膨張弁で減圧された低温低圧の冷媒を送風機の送
風を受けて内部で蒸発させるものであり、冷媒が流れるチューブの周囲を通過する送風空
気を冷却するものである。
【００３４】
　ヒータコア５は、走行用エンジンの高温の冷却水を熱源として送風空気と熱交換させ、
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周囲を流れる空気を加熱するものであり、エバポレータ３よりも空気流れ方向の下流側の
通路を部分的に塞ぐように配置されている。
【００３５】
　エアミックスドア４は、エバポレータ３よりも下流に設けられた片側枢支式の板状ドア
であり、ヒータコア５を通る空気量とヒータコア５を迂回する空気量との比率を調節する
ものである。エアミックスドア４が図１の実線位置にあるときはヒータコア５への空気の
流れを遮断し、二点鎖線位置にあるときはすべての空気をヒータコア５へ流して加熱する
ように構成されている。
【００３６】
　エアミックスチャンバは、エバポレータ３から流れてきた空気とヒータコア５で加熱さ
れた空気とが混ざり合う空間である。この空間で温度調節された空調風は、フェイス・デ
フ吹出用ドアやフット吹出用ドア８など各モードドアを制御することによって適正な風量
割合で車室内へ供給される。
【００３７】
　フット吹出用ドア８は、回転軸と回転軸の両側に伸長する平板状のドア本体とを有する
回動式のバタフライドアである。フット吹出用ドア８は、図１の実線位置にあるときはフ
ロントフット吹出用開口７およびリアフット吹出用開口６へ通じる通路を遮断し、図１の
二点鎖線位置にあるときは当該通路を完全に開放するように構成されている。
【００３８】
　デフ吹出用開口２８とフェイス吹出用開口２７は、フェイス・デフ吹出用ドアが閉塞す
る空気通路を構成し、両者は並ぶように開口し、ともにエアミックスチャンバと対向する
位置にある。
【００３９】
　フェイス・デフ吹出用ドアは、デフ吹出用開口２８およびフェイス吹出用開口２７に対
向した状態で駆動手段によってスライドさせられて移動するスライド方式のドアである。
フェイス・デフ吹出用ドアは、ドア本体９の移動方向両端部がデフ吹出用開口２８の送風
機２寄りに設けられた第２押さえ手段を構成する押さえ部２２からフェイス吹出用開口２
７の側方に設けられた第２押さえ手段を構成する押さえ部３０まで移動するような可動範
囲を備えている。フェイス・デフ吹出用ドアは、この可動範囲を移動できるため、運転モ
ードによって、例えばデフ吹出用開口２８またはフェイス吹出用開口２７を全閉、全開、
および半開する状態に調整することができる。
【００４０】
　押さえ部２２は、送風機２寄りの空調ユニットケース１の内壁面からドア側に延出した
板状のリブで構成され、このリブはシャフト１０の軸方向およびドア本体９の表面に沿う
ように延在している。リブの先端部は、ドアがデフ吹出し用開口２８を閉塞したときに、
第１押さえ手段によって押さえられるドア本体９の端部と反対側に位置する送風機２寄り
の端部における中間部を空調ユニットケース１の内壁面に押さえつけることができる位置
に存在している。
【００４１】
　リブとデフ吹出用開口２８側の空調ユニットケース１の内壁面との間には、隙間が形成
されている。この隙間は、送風機２寄りのドア本体９の端部における中間部を保持してド
ア本体９をデフ吹出用開口２８側に押しつけることが可能な程度の寸法で形成されている
。また、リブは、ドアがデフ吹出し用開口２８を閉塞したときに、その先端部が反デフ吹
出用開口２８側、つまりエアミックスチャンバ側に弾性変形する程度の剛性を備えている
。
【００４２】
　押さえ部３０は、フロントフット吹出用開口７寄りの空調ユニットケース１の内壁面か
らドア側に延出した壁部で構成され、この壁部はシャフト１０の軸方向およびドア本体９
の表面に沿うように延在している。壁部の先端部は、ドアがフェイス吹出し用開口２７を
閉塞したときに、第１押さえ手段によって押さえられるドア本体９の端部と反対側に位置
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するフロントフット吹出用開口７寄りの端部における中間部を空調ユニットケース１の内
壁面に押さえつけることができる位置に存在している。
【００４３】
　壁部とフェイス吹出し用開口２７側の空調ユニットケース１の内壁面との間には、隙間
が形成されている。この隙間は、フロントフット吹出用開口７寄りのドア本体９の端部に
おける中間部を保持してドア本体９をフェイス吹出し用開口２７側に押しつけることが可
能な程度の寸法で形成されている。また、リブは、ドアがフェイス吹出し用開口２７を閉
塞したときに、その先端部が反フェイス吹出し用開口２７側、つまりエアミックスチャン
バ側に弾性変形する程度の剛性を備えている。なお、押さえ部３０は、押さえ部２２と同
様に、空調ユニットケース１の内壁面からドア側に延出した板状のリブによって構成して
もよい。
【００４４】
　ドア本体９は、デフ吹出用開口２８またはフェイス吹出用開口２７を閉塞するとき、そ
の移動方向一端側の中間部を第１押さえ手段によって押さえるとともに、移動方向他端側
の中間部を第２押さえ手段によって押さえるように構成されている。
【００４５】
　言い換えれば、第１押さえ手段によってドア本体９の移動方向一端側の中間部を押さえ
るとは、ドアの移動方向におけるドア本体９の一方側であって移動方向に対して直交する
方向における中央部分を直接的に加圧して押さえる構成の他、当該中央部分の周辺を押さ
えることによって結果的に当該中央部分に力が加えられる構成や、当該中央部分に対して
対称的な位置に複数の押さえ手段によって均等な力を加えるようにドア本体９を押さえる
構成を含んでいる。
【００４６】
　同様に、第２押さえ手段によって移動方向一端側の中間部に対する他端側の中間部を押
さえるとは、ドアの移動方向におけるドア本体９の他方側であって移動方向に対して直交
する方向における中央部分を直接的に加圧して押さえる構成の他、当該中央部分の周辺を
押さえることによって結果的に当該中央部分に力が加えられる構成や、当該中央部分に対
して対称的な位置に複数の押さえ手段によって均等な力を加えるようにドア本体９を押さ
える構成を含んでいる。
【００４７】
　図２に示すように、フェイス・デフ吹出用ドアはその移動方向に対して直交する方向に
おけるドア本体両端部側に形成されたドアガイドピン１５を備えている。ドアガイドピン
１５は、ドア本体両端部から外方に向かって突出する形状であり、ドア本体両端部側にお
いてそれぞれ複数個設けられていることが好ましい。
【００４８】
　空調ユニットケース１内には、ドアガイドピン１５を上記可動範囲に渡って案内するガ
イド部が設けられている。ガイド部は、ドアガイドピン１５をその周囲から支持するガイ
ド溝１２であることが好ましい。ガイド溝１２は、ドア本体９がデフ吹出用開口２８また
はフェイス吹出用開口２７を閉塞する位置にあるときはドア本体９を空調ユニットケース
１の内壁面側に近づけるように、また、ドア本体９が開口を閉塞する位置になく移動して
いるときは空調ユニットケース１の内壁面に対して一定の距離を保つように、構成されて
いる。
【００４９】
　ガイド溝１２は、全体として空調ユニットケース１の内壁面に沿うように形成されてい
るが、デフ吹出用開口２８とフェイス吹出用開口２７の間においては空調ユニットケース
１の内壁面に対して一定の距離を保って配置されることが好ましい。また、ガイド溝１２
は、空調ユニットケース１と一体的、または別部品として構成する。
【００５０】
　ガイド溝１２を空調ユニットケース１と一体的に構成した場合には、空調ユニットケー
ス１の内壁に一体成形によって形成することができる。ドアガイドピン１５はこのような



(9) JP 4618151 B2 2011.1.26

10

20

30

40

50

ガイド溝１２によって案内されて、その移動方向に対して直交する方向におけるドア本体
両端部側がデフ吹出用開口２８またはフェイス吹出用開口２７を閉塞するように支持され
ることになる。
【００５１】
　次に、フェイス・デフ吹出用ドアを駆動する駆動手段とドア本体９との関係について図
２を用いて説明する。図２はドア本体９の中間部を押さえる第１押さえ手段の一例を示し
た斜視図である。
【００５２】
　本実施形態の車両用空調装置は、フェイス・デフ吹出用ドアがデフ吹出用開口２８また
はフェイス吹出用開口２７を閉塞するときに、ドアの移動方向に対して直交する方向にお
けるドア本体９の略中央部の移動方向両端側部位を開口を閉塞するように押さえる第１押
さえ手段としてのシャフト側押さえ手段１１を備えている。シャフト側押さえ手段１１は
シャフト１０の外周に設けられた円盤状のリブで構成する。なお、シャフト側押さえ手段
１１は、駆動手段を構成するシャフト１０の軸方向に複数個設けられる構成でもよい。
【００５３】
　この円盤状のリブは、少なくともシャフト１０の軸方向略中央部に設けられ、シャフト
１０の駆動とともに回転し、このときの回転方向はシャフト１０の回転方向と同じである
。なお、この円盤状のリブは、シャフト１０の軸方向略中央部に配置されることに加えて
、さらに軸方向略中央部のリブの両側にも配置される構成としてもよい。
【００５４】
　シャフト側押さえ手段１１は、円盤状のリブの他、シャフト１０の軸方向両端側よりも
外形が大きく軸方向に幅広であるローラのような押さえ手段であってもよい。この幅広の
押さえ手段がドア本体９を押圧することでドア本体９における軸方向略中央部を押さえる
ことになる。
【００５５】
　第１押さえ手段によって押さえられるドア本体９の略中央部の移動方向両端側部位は、
ドアの移動方向両端側であってシャフト１０の軸方向におけるドア本体９の中央部分であ
る。シャフト側押さえ手段１１によるドア本体９への押さえつけにかかる構成については
、ドア本体９の当該中央部分を直接的に加圧して押さえる構成の他、ドア本体９の当該中
央部の周辺を押さえることによって結果的にドア本体９の中央部分に力が加えられる構成
や、当該中央部分に対して対称的な位置に複数の押さえ手段によって均等な力を加えるよ
うにドア本体９を押さえる構成も含めることを意味している。
【００５６】
　フェイス・デフ吹出用ドアは、ドア本体９、駆動手段を構成するラック１４（ドアスラ
イドギア）、ドアガイドピン１５などの構成要素を備えており、これらが一体成形によっ
て形成することが好ましい。フェイス・デフ吹出用ドアは、薄板状の樹脂製部品であり、
デフ吹出用開口２８またはフェイス吹出用開口２７と対向しない側の面が移動方向におい
て湾曲するように構成されている。
【００５７】
　フェイス・デフ吹出用ドアは、ドア本体９の移動方向に対して直交する方向の両端部に
ラック１４を備えている。このラック１４にはその歯底をつないだ仮想線は、移動方向の
中央部よりも両端部側の方がドア本体９の表面よりも突出した位置にあり、当該仮想線は
両端部側に位置するほどドア本体９の表面から離れるような湾曲状を呈している。言い換
えれば、ラック１４は移動方向の中央部よりも両端部においてドア本体９表面からピッチ
径までの厚みが厚くなるように構成されている。また、ラック１４は、ドア本体９の移動
方向の両端部における歯のピッチが中央部と異なるように構成されている。
【００５８】
　このラック１４は、ドア本体９の移動方向全体において伸長するように形成され、シャ
フト１０の両端に設けられたピニオン１３（シャフトギア）とかみ合うように構成されて
いる。ピニオン１３はさらに軸方向外方に設けられたギア１８に伝えられるサーボモータ
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等の回転駆動力によってギア１８とともに回転し、この回転駆動力がラック１４をシャフ
ト１０の軸方向と直交する方向に移動させる力として伝達され、ドア本体９が移動するこ
とになる。
【００５９】
　また、フェイス・デフ吹出用ドアがデフ吹出用開口２８またはフェイス吹出用開口２７
を閉塞するときに、シャフト側押さえ手段１１または第２押さえ手段によって押さえられ
るドア本体９の部位には、ドア本体９の表面からシャフト側押さえ手段１１または第２押
さえ手段に向かって突出する突出部を構成するドアリブ１６が形成されていることが好ま
しい。
【００６０】
　ドア本体９の移動方向一端部１７および移動方向他端部２０は、ドアの移動方向に対し
て直交する方向におけるドア本体９の略中央部であって、移動方向に伸長したドア本体端
部に相当する部位であり、この部位はドア本体９の他の部位よりもシャフト側押さえ手段
１１または第２押さえ手段に向かって突出するように構成することが好ましい。
【００６１】
　この移動方向一端部１７および移動方向他端部２０に形成された突出部は、ドアリブ１
６の延長上に設ける構成としてもよい。このドアリブ１６の天面は、移動方向一端部１７
および移動方向他端部２０に近づくほど空調ユニットケース１の内壁面から離れるように
湾曲する形状であることが好ましい。さらに、移動方向一端部１７および移動方向他端部
２０に形成された突出部は、その断面に凹部１９、２１を備えていることが好ましい。
【００６２】
　そして、突出部をドアリブ１６の延長上に設ける構成として場合には、ドアリブ１６の
端面はドア本体９の移動方向全体においてドア本体９の表面よりも突出し、移動方向一端
部１７および移動方向他端部２０においてより大きく突出するように構成してもよいし、
移動方向一端部１７および移動方向他端部２０においてのみドア本体９の表面から突出す
るように構成してもよい。
【００６３】
　移動方向一端部１７および移動方向他端部２０は、シャフト側押さえ手段１１または押
さえ部２２、３０による押さえつけによって弾性変形する弾性突出部であることが好まし
い。また、ドア本体９の移動方向一端部１７および移動方向他端部２０における弾性突出
部と、移動方向一端部１７と移動方向他端部２０間のドア本体９の表面とは、滑らかに連
続するように形成されていることが好ましい。
【００６４】
　上記構成において、フェイス・デフ吹出用ドアの作動について図３～図５を用いて説明
する。図３は、フェイス・デフ吹出用ドアがデフ吹出用開口２８を閉塞したときの第１押
さえ手段による押さえつけ状態を示した部分拡大図である。図４は、フェイス・デフ吹出
用ドアがデフ吹出用開口２８を閉塞したときの第２押さえ手段による押さえつけ状態を示
した部分拡大図である。図５は、フェイス・デフ吹出用ドアがデフ吹出用開口２８やフェ
イス吹出用開口２７を完全に閉塞していないときのピニオン１３（シャフトギア）とラッ
ク１４（ドアスライドギア）の関係を示した部分拡大図である。
【００６５】
　制御装置によって吹出しモード変更などの制御が働くとフェイス・デフ吹出用ドアを駆
動する制御を開始する。このときサーボモータ等による外部からの回転駆動力がギア１８
に働き、シャフト１０に伝達される。
【００６６】
　この回転駆動力によってシャフト１０が回転するとともにピニオン１３が回転すると、
ドア本体９は、ピニオン１３とラック１４のかみ合いによって、ドアガイドピン１５が保
持されているガイド溝１２に沿うようにスライドし、デフ吹出用開口２８またはフェイス
吹出用開口２７を閉塞する方向に移動する（図５参照）。
【００６７】
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　そして、ラック１４における移動方向両端部のうち、反送風機２寄りに位置する部位が
ピニオン１３とかみ合うまでドア本体９が移動すると、ドア本体９の移動方向一端部１７
がシャフト側押さえ手段１１によって押さえられ、移動方向一端部１７の開口側表面は空
調ユニットケース１の内壁面に押しつけられることになる。同時に、ドア本体９の移動方
向他端部２０は、第２押さえ手段である押さえ部２２によってその表面を押さえられるこ
とになり、移動方向一端部２０の開口側表面は空調ユニットケース１の内壁面に押しつけ
られることになる。
【００６８】
　このとき、シャフト側押さえ手段１１による加圧力は、凹部１９が変形することによる
弾性変形によって吸収されるので、ドア本体９が空調ユニットケース１の内壁面に押しつ
けられる力が過剰になることを抑制できる。同様に、押さえ部２２による加圧力は、凹部
２１が変形することによる弾性変形によって吸収されるので、空調ユニットケース１の内
壁面に押しつけられる力が過剰になることを抑制できる（図３参照）。
【００６９】
　また、ドア本体９がフェイス吹出用開口２７を閉塞しようとするときには、ラック１４
における移動方向両端部のうち、送風機２寄りに位置する部位がピニオン１３とかみ合う
までドア本体９が移動すると、ドア本体９の移動方向他端部２０がシャフト側押さえ手段
１１によって押さえられ、移動方向他端部２０の開口側表面は空調ユニットケース１の内
壁面に押しつけられることになる。同時に、ドア本体９の移動方向一端部１７は、第２押
さえ手段である押さえ部３０によってその表面を押さえられることになり、移動方向一端
部１７の開口側表面は空調ユニットケース１の内壁面に押しつけられることになる。
【００７０】
　このとき、シャフト側押さえ手段１１による加圧力は、凹部２１が変形することによる
弾性変形によって吸収されるので、ドア本体９が空調ユニットケース１の内壁面に押しつ
けられる力が過剰になることを抑制できる。同様に、押さえ部３０による加圧力は、凹部
１９が変形することによる弾性変形によって吸収されるので、空調ユニットケース１の内
壁面に押しつけられる力が過剰になることを抑制できる。
【００７１】
　この一連のドアの移動において以下のような位置関係が成立する。ドア本体９のシャフ
ト軸方向略中央部のシャフト側表面では、ドアリブ１６がシャフト側押さえ手段１１によ
って押さえられてデフ吹出用開口２８またはフェイス吹出用開口２７に近づくように空調
ユニットケース１の内壁面に圧接もしくは近接されるとともに、ドア本体９のシャフト軸
方向両端部ではドアガイドピン１５がデフ吹出用開口２８またはフェイス吹出用開口２７
に近づくようにガイド溝で保持されることになる。
【００７２】
　さらに、ドア本体９の開口側表面は、ドアのラック１４は移動方向の中央部に対して両
端部側がドア本体９の表面から離れるような高さに配置され、ガイド溝１２は移動方向に
おいて第１押さえ手段および第２押さえ手段に近い部位がデフ吹出用開口２８またはフェ
イス吹出用開口２７に近づくように配置されているため、ドア本体９の移動方向端部がシ
ャフト側押さえ手段１１および押さえ部２２、３０に近づくと空調ユニットケース１の内
壁面にさらに近づくようになる。したがって、このようにしてデフ吹出用開口２８または
フェイス吹出用開口２７を閉塞するときのドア本体９全体による優れたシール性が確保さ
れることになる。
【００７３】
　このように本実施形態の車両用空調装置は、スライド方式のフェイス・デフ吹出用ドア
がデフ吹出用開口２８またはフェイス吹出用開口２７を閉塞するときに、ドアの移動方向
におけるドア本体９の一端側の中間部１７に開口２７または２８を閉塞するように押圧す
るシャフト側押さえ手段１１と、さらに、シャフト側押さえ手段１１によって押圧された
一端側の中間部１７に対して移動方向他方側に位置するドア本体９の他端側の中間部２０
に開口２７または２８を閉塞するように押圧する押さえ部２２と、を備えた構成である。
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【００７４】
　この構成によれば、開口２７または２８の閉塞時に、ドアの移動方向に対して直交する
方向におけるドア本体９の略中央部に重点的に押圧力が伝わるので、ドアを押さえる力が
ドア本体全体に伝わりやすくなってシール性が確保できるため、ドア本体全体のシール性
が向上する。またドア本体９がひずんでいる場合でも、ひずみを吸収しつつドア本体を押
さえつけることが可能となり、シール性を向上することができる。
【００７５】
　また、シャフト側押さえ手段１１または押さえ部２２、３０によって押圧されるドア本
体９の部位に、シャフト側押さえ手段１１または押さえ部２２、３０に向かって突出する
ドアリブ１６を設けた構成とするのが好ましい。この構成を採用した場合には、ドア本体
９が補強されるので、強い押さえつけ力が働いた場合でもドア本体９が変形するのを防止
できる。
【００７６】
　また、ドア本体９はその移動方向一端部１７および他端部２０側において移動方向の中
間部よりも突出する形状とするのが好ましい。この構成を採用した場合には、開口２７ま
たは２８の閉塞時に、シャフト側押さえ手段１１または押さえ部２２、３０によって押圧
される力がドア本体９により伝わりやすくなり、閉塞時のシール性が向上する。
【００７７】
　また、ドアガイドピン１５をガイド溝１２によって案内し、開口２７または２８を閉塞
するようにドア本体両端部を支持することが好ましい。この構成を採用した場合には、さ
らにドア本体９によるシール性を向上することができる。
【００７８】
　（第２実施形態）
　本実施形態は、前述したように、シャフト側押さえ手段１１がドア本体２３の中央部の
周辺を押さえることによって結果的にドア本体２３の中央部分に力が加えられる構成の一
例を示すものである。本実施形態の車両用空調装置におけるシャフト側押さえ手段１１お
よびドア本体２３を除く他の構成については、第１実施形態と同様であり、同様の作用効
果を有する。図６は、第１押さえ手段であるシャフト側押さえ手段１１とドア本体２３と
の関係を示す模式化した下面図である。
【００７９】
　図６に示すように、シャフト側押さえ手段１１は、シャフト１０の軸方向の２箇所に設
けられた円盤状のリブで構成され、この２箇所は、ドア本体２３の移動方向と直交する方
向、つまり、シャフト１０の軸方向におけるドア本体２３の中央部について対称な位置に
は相当する。この円盤状のリブは、シャフト１０の駆動とともに回転し、シャフト１０の
回転方向と同じ回転方向を備える。このような対称な位置にシャフト側押さえ手段１１を
配してドア本体２３を押さえることで、結果的にドア本体２３の中央部に力が加えられる
ことになる。
【００８０】
　さらに、ドア本体２３には、シャフト側押さえ手段１１によって押さえられる部位に、
突出部１６を設けることが好ましい。
【００８１】
　（第３実施形態）
　本実施形態は、ドア本体２６の移動方向両端部に形成された突出部２４の構成について
、他の形態を示すものである。本実施形態の車両用空調装置における突出部２４を除く他
の構成については、上記実施形態と同様であり、同様の作用効果を有する。図７は本実施
形態におけるドア本体２６の突出部２４の構成を示した部分断面図である。
【００８２】
　図７に示すように、ドア本体２６の移動方向両端部には、弾性突出部２４が設けられ、
この弾性突出部２４は、第１押さえ手段または第２押さえ手段による押さえつけによって
弾性変形するとともに、その断面に中空部２５を備えている。中空部２５は、その一部ま
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たは全部がドア本体２６から突出する弾性突出部２４の内部に形成され、ドア本体２６の
移動方向と直交する方向、つまりシャフト１０の軸方向に対して全体的または部分的に設
けられているように構成する。
【００８３】
　このように構成された中空部２５は、空気通路の閉塞時に第１押さえ手段および第２押
さえ手段によって突出部２４が押さえつけられたときに、弾性突出部２４の弾性変形にと
もなって変形する。そして、この変形によって第１押さえ手段および第２押さえ手段によ
る押さえ力が中空部２５によって吸収されるので、強い押さえつけ力が働いた場合でもド
ア本体２６が過度に変形せず、本実施形態の車両用空調装置は閉塞時のシール性を確保す
ることができる。
【００８４】
　（その他の実施形態）
　以上、本発明の好ましい実施形態について説明したが、本発明は上述した実施形態に何
ら制限されることなく、本発明の主旨を逸脱しない範囲において種々変形して実施するこ
とが可能である。
【００８５】
　例えば、本発明において第１押さえ手段と第２押さえ手段によって空気通路を閉塞する
ように押さえられるスライド式のドアは、上記実施形態で説明したフェイス・デフ吹出用
ドアに使用することに限定するものではなく、フット吹出用ドア８およびエアミックスド
ア４はいうまでもなく、その他に、内外気吸込み切替え用ドア、内気吸込み用ドア、外気
吸込み用ドアなど、空調ユニットケース１内の空気通路を閉塞する用途のあらゆるドアに
使用してもよい。
【００８６】
　また、第１押さえ手段は、結果的にドア本体の中央部分に力が加えられる構成であれば
、ドア本体の移動方向に対して直交する方向に複数個設ける構成としてもよい。
【００８７】
　また、シャフト側押さえ手段１１は、シャフト１０と一体成形品として構成する他に、
別部品として構成してもよい。例えば、シャフト１０が金属製部品であり、樹脂製部品の
シャフト側押さえ手段１１をシャフト１０に取り付ける構成でもよい。
【００８８】
　また、シャフト側押さえ手段１１は、ドア本体の移動方向の全域ではなく、部分的にド
ア本体と接触して空気通路を閉塞するように押さえる構成としてもよい。
【００８９】
　また、第２押さえ手段は、空調ユニットケ－ス１と一体成形して形成してもよいし、別
体部品で形成してもよい。
【００９０】
　また、ドア本体に設けられる突出部は、ドア本体の移動方向に全域に亘って設けず、移
動方向両端部側に設けた弾性突出部のみで構成することとしてもよい。
【図面の簡単な説明】
【００９１】
【図１】本発明の第１実施形態の車両用空調装置にかかる空調ユニットケース１の内部構
成を示した模式図である。
【図２】第１実施形態の車両用空調装置における第１押さえ手段の一例を示した斜視図で
ある。
【図３】図１のＡ部の構成を示した部分拡大図である。
【図４】図１のＢ部の構成を示した部分拡大図である。
【図５】第１実施形態の車両用空調装置において空気通路を完全に閉塞していないときの
ピニオン１３（シャフトギア）とラック１４（ドアスライドギア）の関係を示した部分拡
大図である。
【図６】第２実施形態における第１押さえ手段とドアとの関係を示す模式化した下面図で
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ある。
【図７】第３実施形態におけるドア本体の突出部２４の構成を示した部分断面図である。
【符号の説明】
【００９２】
　１　　　　　　　空調ユニットケース
　９、２３、２６　ドア本体
　１０　　　　　　シャフト
　１１　　　　　　シャフト側押さえ手段（第１押さえ手段）
　１２　　　　　　ガイド溝（ガイド部）
　１５　　　　　　ドアガイドピン（ドア本体両端部）
　１６　　　　　　ドアリブ（突出部）
　１７　　　　　　移動方向一端部（一端側の中間部、移動方向両端部、弾性突出部）
　２０　　　　　　移動方向他端部（他端側の中間部、移動方向両端部、弾性突出部）
　１９、２１　　　凹部
　２２、３０　　　押さえ部（第２押さえ手段）
　２４　　　　　　ドアリブ（弾性突出部）
　２５　　　　　　中空部
　２７　　　　　　フェイス吹出用開口（空気通路）
　２８　　　　　　デフ吹出用開口（空気通路）

【図１】 【図２】

【図３】
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【図５】

【図６】

【図７】
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